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平成２５年第２回定例会の開会にあたり、行政報告を申し上げます。 

 

 

１ すずらん保育園の重油流出事故について 

 

まず始めに、すずらん保育園の重油流出事故についてでありますが、３月 

２４日に屋外タンクからの重油漏れを発見し、直ちに流出範囲の調査を行うと

ともに重油の回収と応急的な拡散防止措置を実施したところであります。 

この事故につきましては、屋外タンク周辺に積もった雪の重みにより送油管

の継ぎ手が破損し、防油堤外に約１，１００リットル流出したものであります。 

現在の状況につきましては、汚染土壌の除去などを実施しており、これに伴

う必要な経費の補正予算を専決処分させていただいたところであります。 

今後は、このような事故が起きないよう、施設管理に万全を期してまいりた

いと考えております。 

 

２ 子どもの権利擁護事業について 

 

 次に、子どもの権利擁護事業についてでありますが、４月１日からの子ども

の権利条例の施行に伴い、弁護士、大学教授と児童福祉関係者の３名からなる

子どもの権利救済委員会を設置して、相談の進め方や体制づくりについての協

議を行っているところであります。 

また、６月には施策の充実を図るため、子どもの権利推進委員会を設置する

予定であり、現在、人権や福祉、教育などの分野から委員の人選を行っている

ところであります。 



平成 25年第 2回定例会行政報告 

－ 2 － 

 

３ ふれあいステーションほっとについて 

 

次に、「ふれあいステーションほっと」についてでありますが、社会福祉法

人北ひろしま福祉会が国の補助を受け、朝日町の病院跡施設を改築し、４月に

開所されたところであります。 

この施設は、子どもから高齢者、障がい者の誰もが利用できる交流の場とし

て設置され、地域ボランティアの皆様により運営されているところであります。 

ダンススタジオやトレーニング室、多目的ホールなどを活用して、地域コミ

ュニティの活性化と福祉の向上が、さらに図られるものと期待しているところ

であります。 

 

４ 街路灯のＬＥＤ化補助について 

 

次に、街路灯のＬＥＤ化補助についてでありますが、平成２４年度に補助率

を３分の２に拡大し、これまでに全街路灯の約１４％に当たる８３９灯がＬＥ

Ｄ化されたところであります。 

平成２５年度の設置要望につきましては、照明灯価格が下がってきたことや、

電気料金及び消費税の改正が予定されていることなどから、当初の見込みを大

きく上回ったところであります。 

環境負荷や維持管理コストの低減に向けた取組みを推進するため、この度の

要望に対応することとし、本定例会において必要な経費の補正予算を提案させ

ていただいたところであります。 
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５ 雇用対策事業について 

 

 次に、雇用対策事業についてでありますが、４月から市内の未就職卒業者や

失業者の雇用を支援するため、医療事務や接客・販売に従事する５名の方を育

成する事業を実施しているところであります。 

 また、２月の国の補正予算に伴い新たな事業が創設されたことから、介護や

施設管理等に従事する４名の方を育成する事業を追加し、全体で９名、延べ 

１，５９４人日の雇用対策となるものであります。 

なお、本定例会において追加事業に必要な経費の補正予算を提案させていた

だいたところであります。 

 

６ 三井アウトレットパーク札幌北広島の増床計画について 

 

次に、三井アウトレットパーク札幌北広島の増床計画についてでありますが、

現施設と大曲幸通を挟んで向かい側に、約４５店舗が入る施設を増築するもの

であり、平成２６年春の開業を予定しているとのことであります。 

この度の計画につきましては、雇用の拡大や地域経済の活性化などに寄与す

るものと期待しているところであります。 

 

７ 輪厚工業団地の企業進出状況について 

 

 次に、輪厚工業団地の企業進出状況についてでありますが、平成２４年度か

ら造成工事を進めております輪厚工業団地において、３月１５日に北海道電力

株式会社、３月２７日にホンダ部品販売株式会社の２社と２区画、面積約  

１９，０００平方メートルの売買契約を締結したところであります。 

今後につきましても、早期完売に向け、積極的な誘致活動を展開してまいり

ます。 
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８ 道都大学との連携協定について 

 

次に、道都大学との連携協定についてでありますが、相互の資源を活用した

連携を強化することを目的として、４月１１日に連携に関する協定を締結した

ところであります。 

道都大学との連携につきましては、これまでも各種審議会の委員や学生のボ

ランティア活動等を通じて行ってきたところであります。 

今後は、連携協定に基づき、地域の活性化や人材育成などの取組みを一層進

めてまいりたいと考えております。 

 

９ みどりの愛護功労者賞の受賞について 

 

 次に、みどりの愛護功労者賞についてでありますが、国土交通大臣から花と

みどりの愛護活動に顕著な功績のあった方々に贈られるものであり、５月１８

日に開催された「全国みどりの愛護のつどい」において、共栄パークゴルフコ

ミュニティクラブが受賞されたところであります。 

受賞理由につきましては、共栄第二緑地の緑化活動などに貢献していること

が評価されたものであります。 

ここに、日々の活動にあたって尽力されている地域の皆様に感謝申し上げる

とともに、さらなる地域活動の広がりを期待しているところであります。 

 

 

 

以上申し上げ、行政報告といたします。 


